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教員養成、保育者養成のピアノ初心者に対する
指導プロセスの考察
－リズムの観点から－

A Study of Teaching Process for the Piano Beginners in Training for the 
Elementary and Nursery School Teachers : Viewed from Rhythm

佐　藤　千　佳
SATO Chika

［Abstract］ Nowadays, as for music, we are living in a musical environment through the Internet 

and some scienti�c conveniences. We can also hear music from all sides easily and can play it 

without music. Furthermore, in some cases, that music is wrongly played.

This musical environment brings the students the bad in�uence. The students, who get training 

for teachers in elementary and nursery schools, tend to play the piano from their memory without 

music. They are not trained for piano music. Consequently, they can not play the music with cor-

rect rhythm.

It is inevitably important to instruct them in a subject ‘solfège’, especially followed by music 

rhythm.

The process of teaching viewed from rhythm will be treated of in this paper. Teachers should give 

them assigned pieces of music according to the level of dif�culty. And they should also give the 

rhythm score, which are of the same level at the same time.

1．はじめに

ソルフェージュ教育は、音楽を学習する上で極めて重要な役割を担っている。ソルフェージュ

により、音を聞き取る能力、楽譜を読み取る能力、そしてそれを表現する能力を身に付けること

が可能になるからである。ソルフェージュは演奏能力の向上に直結するため、ピアノに限らず、

他の楽器の演奏を学習する場合も、それと並行して同量か、それ以上の時間をかけて行うべきも

のである。著名な音楽教育家であるダルクローズも、ソルフェージュ教育について「ピアノを始

める前にソルフェージュをしっかり勉強することは、生徒にとって時間の浪費ではない、という

ことである。まったく逆なのである1）」と述べている。よって、ソルフェージュ教育は、教員養成、

保育者養成におけるピアノ学習者に対しても、同様に必要であるといえよう。

昨今は、インターネット等で音楽を身近に楽しむことが可能になった反面、学習者が自力で読

譜をすることなく、聞き覚えて、弾き歌い楽曲の演奏に取り組む傾向がある。巷に流布している

楽曲は不正確である場合もあり、そのうえ自力で読譜をしているわけではないので、その演奏は

特にリズムの表現の点で、不正確であることが多い。ピアノ初心者で読譜力に欠ける学習者にとっ

て、読譜した音を正確なリズムで表現するのは、困難なようである。リズムが正確に表現できな

い学習者は、楽曲を聞くことにより理解、表現ができる場合と、楽曲を聞いても理解、表現がで
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きない場合とに分かれる。楽曲を聞いても正確な表現ができない学習者は、自らリズムを取る学

習を行うことで、リズムが把握できるようである。これらの状況も踏まえると、ソルフェージュ

教育、特にリズム打ち学習が必要不可欠であると言えるのではないであろうか。

リズムについては、前述の音楽教育家のダルクローズのみならず、オルフも重要視しており、

その教育の重要性は広く認識されているように思う。教員養成、保育者養成における現状では、

ピアノ実技指導にかけられる時間も限られており、ソルフェージュ教育、リズム教育にかけられ

る時間も少ない。しかし、弾き歌い楽曲課題を難度別に与え、それと並行して、課題に沿ったリ

ズム打ち学習の指導を行うことは、読譜力向上の観点からも、非常に有効であることが予想でき

よう。リズムの難度が高い楽曲を、いきなりピアノ初心者に与えず、適切なプロセスで指導を行

えば、ピアノ初心者も心理的負担を感じることなく、学習に取り組むことができ、読譜力も向上

するであろう。そして、読譜力が向上すれば、『学校教育法』第23条に明記されている「豊かな感

性と表現力の芽生えを養う」ことのできる演奏表現能力の向上へと、発展させていくことができ

るのではないであろうか。

2．先行研究と本論文の目的および方法

（1）先行研究の検討

  教員養成、保育者養成の弾き歌い奏指導についての先行研究のうち、読譜力に欠けるピアノ初

心者に対する指導上の問題について論じられている物は、非常に多い。

ソルフェージュ教育、およびリズム教育については、髙﨑展好「保育者養成における音楽表現

のためのリズム・ソルフェージュ指導法」において、ソルフェージ教育、リズム教育の重要性が

論じられている。また、本多佐保美 、山本純ノ介、 揚原祥子「小学校教員養成課程教科専門科目

「音楽」の内容に関する検討試論」においても、リズム譜を作成し、利き手でない方の手でリズム

打ちを行う等、リズム教育に関する記述が見受けられる。その他にも、リズムに特化した指導法

や、リズムに言葉や音を当てはめて、リズム学習を行うといった指導法も見受けられた。

しかしながら、前述したとおり、時間的制約がある現状においては、その全てを試みることは

難しいと思われる。それゆえ、弾き歌い楽曲の難度を考慮し、並行して課題に沿ったリズム教育

を行っていくことが、現在行うことのできる現実的な対処法ではないであろうか。

（2）本論文の目的

上記の理由により本論文では、音大受験を見据えたソルフェージュ教材ではなく、一般の子ど

も向けのソルフェージュ教材を、複数選択、比較分析し、その音価、リズムの導入方法とその傾

向、そしてそれに基づいた教員養成、保育者養成のピアノ初心者における指導プロセスの可能性

を考察する。

（3）研究の方法

比較に使用したソルフェージュ教本シリーズは、以下のとおりである。

①森本琢郎・池田京子『問題付・楽典練習ノート　やさしいソルフェージュ 1-4 巻』ドレミ楽
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譜出版社、1983 年

②呉暁『4才のリズムとソルフェージュ』音楽之友社、1984 年

　呉暁『5才のリズムとソルフェージュ』音楽之友社、1991 年

　呉暁『リズムとソルフェージュ①』音楽之友社、1993 年

　呉暁『リズムとソルフェージュ②』音楽之友社、1994 年

　呉暁『リズムとソルフェージュ③』音楽之友社、1996 年

　呉暁『リズムとソルフェージュ④』音楽之友社、2003 年

③子供のための音楽教室編『子供のためのソルフェージュ 1a』音楽之友社、1949 年

　子供のための音楽教室編『子供のためのソルフェージュ 1b』音楽之友社、1958 年

　子供のための音楽教室編『子供のためのソルフェージュ 2』音楽之友社、1956 年

また、弾き歌い奏で使用する楽譜として、小林美実『こどものうた200』シリーズ、重嶋博編『小

学校音楽科指導法』を参照した。なお、本論文はピアノ初心者を対象にしているため、弾き歌い

楽曲に関しては、メロディー部分のみを考察対象としている。

3．ソルフェージュ教本分析と指導プロセスの考察

（1）子ども向けソルフェージュ教本シリーズの音価（リズム）導入傾向の比較

ソルフェージュ教材は、初心者用ピアノ教材同様、順を追って理解習得できるように構成され

ているように、思われる。そこで、前述したソルフェージュ教材の音価に特化した導入傾向を比

較分析すると、以下のようになった。

表 1　ソルフェージュ教本シリーズにおける音価（リズム）の学習プロセス

教本シリーズ
学習順 ①�問題付・楽典練習ノート　

やさしいソルフェージュ
②リズムとソルフェージュ ③�子供のためのソルフェージュ

1 4 分音符 4分音符、8分音符 4分音符

2 4 分休符 4分休符 4分休符

3 2 分音符 2分音符 2分音符

4 2 分休符 付点 2分音符 2分休符

5 全音符 付点 4分音符 全音符、全休符

6 全休符 2分休符 付点 2分音符

7 付点 2分音符 3連符 8分音符

8 タイ 全音符 8分休符（弱拍）

9 8 分音符 8分休符 付点 4分音符

10 8 分休符 全休符（心の中で感じる） タイ、シンコペーション

11 付点 4分音符 16 分音符 3連符

12 16 分音符 タイ 16 分音符

13 16 分休符 シンコペーション 付点 8分音符

14 付点 8分音符、付点 8分休符 付点 8分音符 複付点 4分音符

15 複付点 2分音符、複付点 4分音符

16 シンコペーション

17 3 連符
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このうち、『問題付・楽典練習ノート　やさしいソルフェージュ』シリーズ、および『子供のた

めのソルフェージュ』シリーズは、ほぼ同様の導入傾向であることが、見てとれる。つまり、大

きく分けて4分音符、4分休符から導入し、それより長い音価の学習が一通り済んでから、短い音

価の学習へと移行する方法である。この2つのソルフェージュ教本シリーズの導入傾向は、初心

者用ピアノ教本ともほぼ同様であり、これらは初心者用ピアノ教本と並行して学習することを念

頭に、構成されたものであると考えられる。

それに対し、『リズムとソルフェージュ』シリーズは、一見多少異なるプロセスを踏んでいるよ

うに見受けられる。この教本シリーズでは、4分音符から導入するのに変わりはないが、同時に2

つ連結した8分音符も学習するように構成されていた。つまり、4分音符を1拍とする拍感を学習

させることを第1に考えて作成されているようである。

しかし、8分音符については、どの教本シリーズも、まずは2つ連結した形を学習した後、付点

4分音符と8分音符の組み合わせでのリズム学習へと移行している。つまり、4分音符を1拍とした

拍感を正確に身に付けてから、次の段階へ移行するように構成されている。『リズムとソルフェー

ジュ』シリーズにおいても、8分音符単独で学習するのは、付点4分音符が出てきた時であるため、

根本的には大差はないように思われる。付点4分音符については、4分音符よりは音価は長いが、

8分音符との組み合わせの段階で学習することが多いようである。

16分音符についても8分音符同様で、まずは2つないし4つ連結した形を学習した後、付点8分音

符と16分音符の組み合わせでのリズム学習へと移行している。

また、タイ、シンコペーション、および3連符については、各教本シリーズにより、学習プロ

セスに違いが見受けられる。しかしこれらも、基本的に4分音符を1拍とした拍感を学習するプロ

セスの一環として、導入されているようである。

したがって、多少の前後のずれはあるものの、基本的には4分音符を1拍として、拍感を学習し

ながら、4分音符より長い音価から、短い音価へと学習していくというプロセスが見て取れよう。

上記の理由で、これらソルフェージュ教本シリーズが、音価（リズム）に関して、非常に系統

立てて構成されていることが見て取れる。これにより、教員養成、保育者養成におけるピアノ初

心者に対して、この学習プロセスに沿って弾き歌い楽曲、およびそれと並行してリズム打ち学習

を課題として与えて指導を行うことは、大変有意義であることが予想できよう。筆者は、教員養

成、保育者養成におけるピアノ初心者において、初心者用ピアノ教本を使用することにより、歌

唱とピアノが融合した演奏に結び付けられるのではないかと論じている2）。これにさらに、これ

らソルフェージュ指導、特にリズム打ち学習を並行して行えば、更なる演奏能力の向上に結び付

くのではないであろうか。

（2）弾き歌い楽曲の指導プロセスの考察

上記の理由により、リズムにおける指導プロセスとして以下が挙げられよう。なお、休符は音

符に準じるものとして、省略した。



35

教員養成、保育者養成のピアノ初心者に対する指導プロセスの考察

表 2　ソルフェージュ教本シリーズに基づく指導プロセスの考察

指導プロセス 音価（リズム）

第 1段階 4分音符

第 2段階 2分音符、全音符、付点 2分音符

第 3段階 8分音符（2つ連結した形）

第 4段階 付点 4分音符と 8分音符（単独）

第 5段階 16 分音符（2つないし 4つ連結した形）

第 6段階 付点 8分音符と 16 分音符（単独）

これに基づき、弾き歌い楽曲、およびリズム教育の具体的指導プロセスを考察する。前述した

とおり、弾き歌い楽曲については、小林美実『こどものうた200』シリーズ、重嶋博編『小学校音

楽科指導法』を参照し、メロディー部分のみを考察対象とした。

①第 1段階

4分音符、4分休符のみで構成されている楽曲、およびリズム打ち学習は、拍感を身に付けるた

めにも必要な最初の学習プロセスである。4分音符および4分休符のみで構成されている楽曲とし

て「春の小川」が挙げられる。教本によっては同一楽曲を違った拍子で掲載している場合もある

ので、他の楽曲でこの段階に相当するものを課題として与えても差し支えないように思われる。

以下にこの段階に相当するリズム譜例を挙げる3）。

譜例１　第 1段階に相当するリズム譜①

なお4分休符は、始めは弱拍に、それから強拍にといったプロセスを踏んだほうが、初心者にとっ

ては取り組みやすいであろう。

また、第1段階には相当しないが、「茶つみ」のように1拍目に休符が記載された楽曲の場合、休

符を無視した演奏をしてしまう学習者が見受けられる。それを避けるために、強拍に休符がくる

リズム譜例を次に挙げる。両手でのリズム譜が有効であろう

譜例 2　第 1段階に相当するリズム譜②

②第 2段階

第2段階に当てはまる楽曲としては、「キラキラぼし」が挙げられる。ピアノ初心者にとっては、

良く知られている楽曲で難度も低く、楽曲の長さも短く、取り組みやすいのではないであろうか。
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以下、第2段階に相当するリズム譜を譜例として挙げる。

譜例 3　第 2段階に相当するリズム譜

③第 3段階

第3段階では2つ連結した8分音符のリズムが加わる。指導者は「ちょうちょう」、「チューリッ

プ」、「ぶんぶんぶん」、「たなばたさま」等、良く知られており、長さの短い楽曲を選択すると良

いように思われる。

8分音符は口頭で説明すると、4分音符の半分の長さということになるのだが、その説明だけで

はリズムがとれない学習者も見受けられる。半分という概念が理解できても、それが表現に結び

付かないためと思われる。4分音符の倍の速度で推移すると、リズム打ち学習を通して把握させ

ると良いと思われる。

2つ連結した8分音符のリズム打ち学習プロセスとしては、①4分音符を打った後の弱拍に置く、

②強拍に置く、③2つ連結したうちの始めを8分休符にする、というような段階を踏むと良いので

はないであろうか。

以下、第3段階に相当するリズム譜を次に挙げる。

譜例 4　第 3段階に相当するリズム譜①

譜例 5　第 3段階に相当するリズム譜②

譜例 6　第 3段階に相当するリズム譜③

2つ連結した8分音符のうち始めを8分休符にするリズムであるが、「もりのくまさん」の出だしが、

このリズムを使用している。譜例6と並行して指導すると、リズムが把握しやすくなると思われる。
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譜例 7　「もりのくまさん」

④第 4段階

第4段階では、付点4分音符と8分音符の組み合わせのリズムが加わる。該当する楽曲としては、

「あくしゅでこんにちは」、「とんぼのめがね」等が挙げられよう。

リズム打ち学習としては、第2段階に相当する4分音符と2つ連結した8分音符を示した後で、そ

のうちの4分音符と始めの8分音符をタイで結んだものが、付点4分音符と8分音符の組み合わせと

同じリズムであることを認識させるような指導を行うと、このリズムがはっきりと認識および表

現できるようになるのではないであろうか。

以下、譜例を挙げる。

譜例 8　第 4段階に相当するリズム譜①

譜例 9　第 4段階に相当するリズム譜②

譜例 10　第 4段階に相当するリズム譜③

⑤第 5段階

第5段階では、連結した16分音符が加わる。「どんぐりころころ」がこの段階の楽曲として挙げ

られる。4分音符を1拍とした拍感を基本に、指導を行うと良いであろう。

以下、第5段階に相当するリズム譜例を挙げる。
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譜例 11　第 5段階に相当するリズム譜①

譜例 12　第 5段階に相当するリズム譜②

⑥第 6段階

これまでの蓄積がないと、この第6段階のリズムを正確に表現するのはかなり困難を伴うと思

われる。左手伴奏が他のリズムを刻む際にそれが顕著になる。よって両手によるリズム打ち学習

が、特に効果的であると考えられる。

第6段階に相当する楽曲はかなり多くある。付点8分音符と16分音符の組み合わせのリズムの学

習プロセスとしては、始めのうちは、8分音符が2つ連結されたリズムを含まないものを選択する

べきであろう。該当する楽曲として、「おつかいありさん」、「かわいいかくれんぼ」等が挙げられる。

その後、8分音符が2つ連結されたリズムを含んだ楽曲に移行すると良いであろう。該当する楽

曲としては、「かたつむり」、「ことりのうた」、「おべんとう」等が挙げられよう。

4分音符1拍分に相当する付点8分音符と16分音符の組み合わせのリズム、および8分音符が2つ

連結されたリズムの、両方が混ざった楽曲は、初心者にとって難度が高い。

以下、リズム譜例を挙げる。

譜例 13　第 6段階に相当するリズム譜①



39

教員養成、保育者養成のピアノ初心者に対する指導プロセスの考察

譜例 14　第 6段階に相当するリズム譜②

（3）指導上の留意点

本論文ではリズムを難度の尺度にして、指導プロセスの考察を行なった。リズムを正確に表現

できない学習者にとって、このプロセスは有効であろう。しかし、リズムがそれほど難しくない

楽曲でも、音の配置の幅が広いため、指の配置変えを頻繁に行わないとならない場合もあり、リ

ズムのみが楽曲の難度を決定づける唯一の尺度になり得るとは、言い難い。例えば「春の小川」

は第1段階の楽曲でありながら、指を頻繁に配置変えしながら演奏しなければならない楽曲である。

全体的に指の配置変えが全く無い楽曲は少ないが、指導者は、指の配置変えの有無と頻度、調性、

楽曲の長さ、さらに左手伴奏の難度等、楽曲を総合的に考慮したうえで、課題を与える順番を決

定すべきであろう。

また、楽譜も読めずピアノの経験も全く無い学習者に対しては、導入としてピアノ初心者向け

教本に掲載されている教材を適宜取り入れた方が、基礎力は身につくと思われる。なお、リズム

打ち学習は、その段階からも行うべきであろう。

どのようなリズム譜を使用するかは、個々の学習者に合わせて、臨機応変に選択、決定するべ

きである。場合によっては本論文の譜例のように、指導者自らが作成することも必要であろう。

また、片手ではリズムを正確に表現できても、両手奏で困難が生じる場合がある。「おかえり

のうた」が例として挙げられよう。

譜例 15　「おかえりのうた」（左）と両手を融合したリズム例（右）

この抜粋箇所は、初心者にとってリズムが正確に取りづらい箇所であるが、まず、両手を融合

したリズム打ち学習を行わせ（譜例15右）、それから両手でのリズム打ち学習、最後に両手奏へ

と移行すると良いと思われる。

また、本論文では両手でのリズム譜例を主に挙げているが、もし、学習者が複数いる場合は、

パート分けしたリズム打ち学習を行うことも、選択肢の一つとして挙げられよう。
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4．まとめ

本論文では、リズムの観点から教員養成、保育者養成におけるピアノ初心者に対する指導プロ

セスの可能性を考察した。昨今の音楽を取り巻く環境を鑑みると、自力で読譜をすることなく、

弾き歌い楽曲の演奏に取り組む傾向があること、そのため読譜力が身につかず、特にリズムの表

現において多くの躓きがあることは大変憂慮すべき問題であると思われる。そのため、リズムに

重点を置いたソルフェージュ教育を取り入れていくことは、今後さらに必要になってくるのでは

ないであろうか。読譜力が向上すれば、的確な表現力を持った演奏も可能になるであろう。そし

てそれは、子どもの豊かな感性と表現力の芽生えを養うにふさわしい演奏という目標への、第一

歩となるのではないであろうか。

昨今は目に見える成長や成果を求める風潮があるが、音楽教育というものは、そもそもすぐに

結果が出るといった性質のものではない。指導者はそれを認識し直し、成果主義に陥らず、最終

的に本格伴奏で弾き歌い奏が可能になるよう、地道に読譜力向上のための基礎的指導を行う必要

があろう。特に初心者に対しては、難度を考慮した指導が必要であろう。指導者には、学習者の

観察、および計画的な指導法の考察等、更なる自己研鑽に励むことが求められる。

注
1）  エミール・ジャック＝ダルクローズ/ 山本昌男『リズムと音楽と教育』全音楽譜出版社、2003 年、p.64
2）  佐藤千佳「教員養成、保育者養成における歌唱とピアノの融合の試み－ピアノ初心者用教本比較によ

る考察－」『日本女子大学紀要人間社会学部』第 26 号、日本女子大学、2016 年、pp.73-85
3）  以下、リズム譜例は筆者による。
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